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背景と目的

微生物は,生態系の維持,環境修復および食品分野等で活用される一方で,人畜及び植物の

病原として知られており,同一微生物がこれら複数の機能を有する場合もある。しかし,こ れ

らの情報はそれぞれ個別に集積されているため,た とえば,各微生物のもつ各種の機能や生態

情報を同時に知ることはできない。そこで,それぞれの微生物のもつ多様な情報等を網羅的に

整理 して発信することを目的として,「微生物インベントリー」を構築し,第一段階として ,

農環研が所蔵する微生物標本の画像,除草剤 2っ 4… D分解微生物, さらに,人畜植物共通病原性

ならびに環境修復等の機能を有する微生物に関する情報等を Wcb公開した。以下にその内容 ,

機能等を紹介する。

内容・特徴

1.データの統合検索

分散型データベース検索システム (国立遺伝研宮崎ら作成)に より「微生物インベントリー」

(http://w― .niaes.affrc.gojp/inven的/miCrOorg/indcx.html)を 構築し,″ゴθr歯
“
θと名付けて Web

公開した (図 1)。 複数のデータベース内にある関連情報を,指定したキーワー ドによりす
べて表示できる。現在,以下の 4つのデータベースを公開中である。

1)農業環境技術研究所所蔵標本画像データベース

1880年代から農環研微生物標本館に収集・保存されているサビ菌,ク ロボ菌等の微生物

標本画像 (図 2)を 中心に,寄主植物や採集場所などに関わる情報 (448件)を公開した。

微生物種名や寄主植物名などで検索できる。

2)除草斉J2,4D分解微生物データベース

2,4-Dの分解菌に関わる情報 (161件)を公開した。菌株名,種名,分解遺伝子名および

初出文献名などで検索できる。分解遺伝子の塩基配列や研究状況を知ることができる。

3)′drkhοゴルrゴ∂θの∂θゴ∂近縁菌データベース

人畜植物共通の病原性ならびに環境修復などの多様な機能を有する 3″肋θ′ル″α属細菌に
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関する採取地,由来,植物 。人への病原性等の情報 (49件 )を公開した。農学,工学,医

学分野の情報を初めて網羅的に整理している。菌株名,種名,採取場所,人畜および植物に

対する病原性等で検索できる。

4)バイオセーフティーレベル指針データベース

日本細菌学会が作成した微生物のバイオセーフティーレベル指針を当学会の許可を得て加

えた。これにより,細菌の種ごとのバイオセフティーレベルを簡単に検索することができるよ

うになつた。

2。 その他のデータベースの検索

前述のデータベースの他に微生物分類研究室が作成した 「日本野生植物寄生・共生菌類目

録」 (http://―・niaes.attc gojp/invcntry/microorg/mokuroku/mokuroku html)と  「日本産糸状菌類
図鑑」 (http://¬恥w niacs.attc gojp/inventry/microorg/mokuroku/zukall htll11)を ,「データベースー

覧」から閲覧,検索することが可能である。

3.本システムの主な機能
本システムは, トップ画面から「総合検索」,「総合検索の使い方J,「データベースー覧」,
「その他微生物情報」の 4つのサブメニューに入ることができる。

1)「統合検索機能 J

本システムの最大の特徴である。本システムでは分散型データベース統合検索プログラム

を導入している。このため,ユーザーは,複数データベースを指定してキーワー ド (た とえば ,

種名,菌株名など)を入力することにより,こ れらデータベース内の関連情報をすべて横断的

に得ることができる (図 3, 4)。

さらに,本システムでは,複数のデータベースからの情報収集をより簡単にするために ,
「ディクショナリ機能」を付けた。これにより,データベースごとに, どのフィール ドにどの

ような情報が入つているかがわかり,キーワー ド検索が容易になる。総合検索を行 う際には ,

以下のデータベースをクリックして,ディクショナリ情報をあらかじめプリントアウトし,そ
の内容を見ながら検索を行 うとより迅速に情報を得ることができる。

2)「データベースー覧」
「微生物インベントリーJ(″た″οfb″σθ)内 の各データベースが簡単にわかり,それぞれ

のデータベースに関して簡単な解説を載せている。その中の,「今後の予定」覧で,現在作成
中の微生物データベース等について情報を紹介している。

3)「 その他微生物情報」

主として,国際的な微生物保存機関,生物多様性関連・微生物機能情報に関するサイ トを

紹介している。
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図 1.微生物インベン トリー 「″たrοFοκθ」の トップ画面

図 2.農業環境技術研究所所蔵の標本画像データ

上図 :標本情報 (1920年ダイズに寄生した Pικ
“
θψθκ属菌の

標本であることがわかる),下図 :標本の画像。
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図 3.総合検索 データベース指定画面と検索画面
左図 :データ指定画面,右図 :検索画面
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図 4。 キーワー ド"BurkholdeHa"の 入力による総合検索結果の表示

上図 :除草剤 2,4‐D分解微生物データベース,下図 :Burkholderia cepacia近縁菌データベース

問合せ先

農業環境インベントリー 微生物分類研究室 封馬誠也
電話 029-838…8355,E¨m江1:seya@affrc go」 p
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